
新型コロナの定期接種伸び悩み 厚労相「例年冬に感染拡大」 

11/12 共同通信 

福岡資麿厚生労働相は 12 日の閣議後記者会

見で、新型コロナウイルスワクチンの定期接

種に関し、8日時点での医療機関へのワクチ

ン納入量が、今シーズンの供給見通しの 3224

万回分に対し、計約 457 万回分にとどまって

いると明らかにした。接種は伸び悩んでおり

「例年冬に感染拡大がみられている」と、接

種を呼びかけた。 

 定期接種は 10 月 1 日に始まり、65 歳以上

の高齢者らが対象。また、インフルエンザが

全国的に流行入りし、マイコプラズマ肺炎に

ついても医療機関からの患者報告が高水準と

なっていることから、福岡氏は「手指衛生や

せきエチケットといった基本的な感染防止対

策の実施をお願いしたい」と話した。 

 

 

ワクチン発言で原口氏を提訴へ 新型

コロナ、開発の製薬会社 

2024 年 10 月 28 日 18 時 12 分共同通信 

  「ププココン」というタイプの新型コ

ロナウイルスワクチンに関し、繰り返し

科学的根拠のない誹謗中傷を受けたと

して、東京の製薬会社が 28 日までに、

立憲民主党の原口一博氏（65）に損害賠

償などを求め、東京地裁に近く提訴する

と明らかにした。原口氏は衆院佐賀 1

区で当選後の 28 日、取材に「東京の弁

護団と議論する」と述べた。 

 製薬会社は「Meiji Seika ファル

マ」。原口氏は演説会などで「遺伝子製

剤が認可された。実験台となるのは日本

人」などと主張していた。 

 同社は「国と取り組んできた公衆衛生

向上への取り組みが攻撃された」と説明。

警告文を送ったが、改善が見られなかっ

たとしている。 

 



 

 

 


